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要　　旨：2016年，医学部を擁する三重大学と医療福祉の総合大学である鈴鹿医療科学大
学が協力し，慢性疼痛医療者育成プログラムを立ち上げた。本プログラムは，1
年次の講義と2年次のワークショップからなる。講義は，インターネット回線を
用いた遠隔授業で，慢性疼痛の病態生理，診断と治療，さまざまなアプローチに
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はじめに

近年，「痛み」�は5番目のバイタルサインと
して，治療の質向上のためにも重要視されて
きている1）。わが国でもがん性疼痛に対して
は，2006年のがん対策基本法の成立以降，苦
痛緩和のための対策が急速に進んできた2）。慢
性の痛みについては，慢性疼痛を抱える人は
約1,700万人と言われ3），極めて多くの人が苦
しんでいることが推測できるが，その医療体
制は十分とは言えず，厚生労働省は2010年に
出した�「今後の慢性の痛み対策について�（提
言）」�のなかで，必要とされる対策を示し，そ
の1つとして医療者の育成をあげている4）。

今，わが国では一億総活躍社会の実現を目
指しているが，慢性の痛みを抱える人の34.5%
が，痛みによって仕事，学業，家事を休まざ
るを得ない経験をしており3），慢性の痛みに対
する医療の充実が求められている。
「三重大学・鈴鹿医療科学大学合同事業　地
域総活躍社会のための慢性疼痛医療者育成プ
ログラム」�は，2016年度文部科学省�「課題解

決型高度医療人材養成プログラム�慢性の痛み
に関する領域」�で選定された事業である。こ
れは，2大学が協力し，慢性の痛みを抱える人
へのチーム医療を提供するメディカルスタッ
フ�（医師，看護師，薬剤師，理学療法士，鍼
灸師，管理栄養士，臨床検査技師，臨床心理
士など）�を育成するプログラムで，卒前教育
の早い段階から大学・学部の垣根を越えてと
もに学びあう内容とし，地域で慢性疼痛チー
ム医療を推進できるリーダーの育成を最終目
標としている。
2017年度の試行期間を経て，2018年度に本

プログラムすべてを修了した初めての学生を
輩出したので，この取り組みについて報告す
る。

プログラムの概要と特徴

1．概要

本プログラムの構成は，1年次の講義形式の
コアコースと，2年次の体験重視のワーク
ショップ形式集中授業からなる。

講義は，インターネットを介した遠隔授業

ついて学ぶ。また，ワークショップでは，多職種チーム医療を体験し，コミュニ
ケーションやディスカッションのスキルを学ぶものである。ここでは，本プログ
ラムの2018年度の取り組みについて報告する。

Abstract：Since 2016, Mie University encompassing the schools of medicine and nursing, and
Suzuka University of Medical Science encompassing 11 healthcare-related schools have
jointly established an educational program to teach 1st and 2nd year students how to
practice multi-disciplinary medical care for chronic pain management.  This government
(MEXT)-funded program comprises lectures, some of which were delivered remotely via
the internet from each other’s universities, and an intensive three-day-workshop.  In the
1st year at the lectures, students learn the pathophysiology, treatments, and diagnosis of
chronic pain, and, then master various methods of caring for patients with chronic pain.
In the 2nd year at the three-day-workshop, students learn how to practice an interdisciplinary
teamwork for making a clinical decision for a simulated patient suffering chronic pain.
We herein report on the details of the educational practices in 2018.

Keywords：慢性疼痛�（Chronic�pain）；2大学合同�（Inter-university�collaboration）；
多職種チーム医療�（Multi-disciplinary�medical�care）
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で，両大学で同時に行う。講義内容は，慢性
疼痛の病態生理，診断と治療，チーム医療ア
プローチで，三重大学医学部教員，鈴鹿医療
科学大学教員が各テーマについて講義をして
いる。
2年次の体験重視のワークショップ形式集中

授業�（以下，ワークショップ）�は，慢性疼痛
チーム医療をシミュレーションするワーク
ショッップである。1年次の講義で得た知識を
もとに，慢性疼痛を抱える人への多側面から
のアプローチを体験し，グループでの演習を
通してチーム活動やコミュニケーションスキ
ルを体験的に学ぶ内容で，ひとつひとつの学
びを積み重ねていく構成である。

講義�（2単位：1年次）�とワークショップ�（1
単位：2年次）�の双方の単位�（3単位）�を取得し
た学生には，各大学長名の修了証を授与する。
2．特徴

1）三重大学と鈴鹿医療科学大学との

合同事業

三重大学は，医学部に医学科と看護学科を
擁している。一方，鈴鹿医療科学大学には，
薬学部薬学科，看護学部看護学科，保健衛生
学部�（放射線技術学科，医療栄養学科，理学
療法学科，医療福祉学科，鍼灸サイエンス学
科），医用工学部�（臨床工学科，医用情報工学
科）�があり，医療福祉の総合大学である。こ
の2大学がそれぞれの専門性を補完し合うこ
とによって，慢性疼痛に関する知識とアプ
ローチ方法を多側面から包括的かつ体験的に
学ぶことができるのが，本プログラムの強み
である。

2）事例を通して学ぶ多職種連携チーム医療

ワークショップでは，上記学科の学生が大
学や学科を越えて一つのチームを作り，積極
的に意見交換をする機会を設けている。これ
らを通して，学生は多職種チーム医療を模擬
的に体験し，慢性の痛みに関する知識や技術

のみでなく，チーム医療に必要なコミュニ
ケーション能力，態度や姿勢を学ぶことがで
きる。

3）両大学の学生が，基礎教育の早い段階か

ら始めるネットワークづくり

大学の枠を越えて2大学の学生が，基礎教
育の早い段階からともに学び合うことによっ
て，医療人としてのネットワークづくりを始
めることができる。地域に根差した大学だか
らこそ，卒業後の臨床で再びチームメンバー
となることも考えられ，この時期の交流は，
将来，多職種チーム医療を推進する有機的な
関係に発展していく可能性をもっている。

4）ICTを積極的に活用したプログラム

インターネット回線を介した遠隔授業やe
ラーニング�（ムードル）�などICTを積極的に活
用することで，学生にとっての効率性や利便
性を高め，学ぶ意欲を高める工夫をしている。

プログラムの具体的内容

1．講義形式のコアコース

1）目的

痛みの仕組みについて知り，自分が経験し
た痛みの発生原因や，身体で起こっているこ
とを理解できるような知識を身につける。

2）到達目標

①痛みが発生する仕組みを神経の機能で説
明できる。痛みが発生している原因を推
察できる。自分が経験したことのある痛
みの仕組みに気づくことができる。

②慢性疼痛に対する治療は，薬のほかに，
体操，ストレッチ等のリハビリテーショ
ン，温熱療法，鍼灸，心理的取り組みな
ど，多方面からのアプローチを駆使して
痛みをとるという考え方を身につける。
各領域の専門職が存在することを知る。

③痛みを我慢し続けると，痛みを覚えてし
まうことを知る。痛みを抑える多方面か
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らのアプローチの存在と重要性を学ぶ。
自分の痛みを自分で抑える方法の科学的
考え方を身につける。

3）講義内容と担当教員

講義内容と担当教員は表1のとおりである。
4）遠隔授業を2大学同時に行う上での困難

と改善のための工夫

①インターネット回線を用いた遠隔システ
ムを導入しているが，導入当初は画像や
音声の途切れなどのトラブルもあった。
これに対して，システムの改良ととも
に，授業中はシステムに精通する教職員
が待機し，授業に支障があるようなトラ
ブル時にはすぐに対応できるようにし
た。2018年度は，大きな問題はなく経過
している。

②各大学の時間割の違いにより，授業開始
時間が異なっている。例えば，三重大学
の4限目は14時40分〜16時10分である
のに対して，鈴鹿医療科学大学では15時
10分〜16時40分と30分遅くなってい
る。そのため，共通して使える15時10

分〜16時10分の60分間を2大学同時実
施の遠隔授業とした。そして，その前後
30分間は各大学での授業とし，追加の講
義や振り返りの時間にするなど，それぞ
れの独自性も尊重している。

③遠隔授業を受ける側の学生にとっては，
講義をしている教員はモニター画面を通
したバーチャルな存在となり，その状況
が学生の集中力を低下させる要因となっ
ていた。そのため，両大学間で双方向的
に意見を拾い上げたり感想や学びを共有
したりするなど，大学間のアクティブ
ラーニングを取り入れて，ともに学び合
うという意識を高める工夫を行った。

2．体験重視のワークショップ形式集中授業

1）目的

一般社会で話題になることの多い痛みに関
する内容を医療系学生として理解する。

2）到達目標

①医療系学生として，一般社会人が行って
いる痛み対策について，医学的理解を深
める。

第 1 回 痛みのしくみ 三重大学��麻酔集中治療学
第 2 回 下行性抑制系��脊髄後角での伝達 三重大学��麻酔集中治療学
第 3 回 痛みのメモリー 三重大学��麻酔集中治療学
第 4 回 痛みのしくみ 三重大学��麻酔集中治療学
第 5 回 痛みを抑える薬 鈴鹿医療科学大学��薬学部
第 6 回 整形外科的アプローチ 三重大学��整形外科
第 7 回 痛みに対する理学療法 鈴鹿医療科学大学��理学療法学
第 8 回 痛みの心理的側面 鈴鹿医療科学大学��臨床心理学
第 9 回 痛みの診断と治療 三重大学��家庭医学
第 10 回 痛みと交感神経 鈴鹿医療科学大学��臨床工学
第 11 回 痛みと栄養 鈴鹿医療科学大学��医療栄養学
第 12 回 痛みと鍼灸 鈴鹿医療科学大学��鍼灸学
第 13 回 痛みとともに生活する人への看護支援その 1 三重大学��がん看護学
第 14 回 痛みとともに生活する人への看護支援その 2 鈴鹿医療科学大学��成人看護学
第 15 回 痛みとゲノム 三重大学��分子病態学

表1 講義内容と担当教員
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②医療系学生として，一般社会人が行って
いる痛み対策を体験することにより，痛
みを持つ生活者とのコミュニケーション
を深める能力を身につける

3）具体的内容

ワークショップは，3日間連続で実施してい
る。各グループに教員1名がファシリテー
ターとして参加し，学生の意見交換が行き
詰ったときや話し合いの軌道修正が必要なと
きなどに介入している。

①�第１日目
第１日目のテーマを�『痛みに対する生活者

としてのアプローチを学ぶ』�とし，東洋医学
を用いた慢性疼痛治療の基礎を体験的に学習
する内容としている。具体的には，「痛みの概
論と各職種に関連した痛みの仕組み」�「東洋医
学的考え方」�「痛みと漢方・鍼灸」�｢薬膳｣�のミ
ニレクチャーを聴いた後，薬膳弁当の検食や
漢方薬の試飲を行ったり，人形を用いての腹
診や鍼灸の器具を実際に触ってみたりするな
ど，東洋医学を体験的に学ぶ機会としている。
また，理学療法学からは，腰痛体操やスト
レッチの基本について教員をモデルとしなが
ら体験している。各ブースでは，それぞれを
専門とする教員や臨床の専門職が担当し，学
生への説明や実践を見せる役割を担っている。
学生は，日頃触れることの少ない東洋医学や
理学療法に対する関心は高く，どのブースで
も積極的に参加する姿が見られていた。これ
らを通して学生は，慢性疼痛治療には西洋医
学だけでなく，多側面からのアプローチ方法
があることを知ったと考える�（写真1）。

②�第2日目
第2日目のテーマは�『チーム医療の基礎とな

る“チーム”について考える』�としている。他
の専門職と協働して問題解決を図るための
チームワークを学ぶことを目標に，「チームと
は何か」�「チームで働くとは」�「チームの中での

役割」�を理解し，課題に対してチームとして
の合意形成を導く過程に取り組んだ。そして
最後には，チームワークのために重要だと思
う要素を学生自身がそれぞれ考え言語化し，
翌日の演習へとつなげている�（写真2）。
③�第3日目
第3日目のテーマは�『慢性疼痛をもちながら

暮らす人への支援〜多職種チームだからこそ
できること〜』�としている。学生は，1年次の
講義で学んだ知識をふまえて，ワークショッ
プ1日目にさまざまなアプローチを体験し，2
日目には�「チームで挑む力」�を育んだ。それら
を駆使して3日目には，慢性疼痛をもつ模擬
事例に対して，患者役・家族役の教員との
ロールプレイを行った。まず，慢性疼痛をも
つ人を全人的に捉えることを目指して問診の
ロールプレイを行い，そして，その人がその
人らしく生活していくために必要な支援や自
分たちにできる支援策をチームで考え，最後

写真1 ストレッチ体験

写真2 グループでの討議
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に，支援策を提示する2回目のロールプレイ
を行った。学生は2年次生であり，その専門
性は学習途上にあり未熟である。そのため，
それぞれの専門性を求めることにこだわらず，
他のグループメンバーの専門性を知り，あら
ためて自身の専門性に気づく機会としている。
しかし，支援策提示の場面では，各グループ
のメンバー構成によって多様な支援策が提示
されていた。コミュニケーションの点では，
ほとんどの学生が実際の患者に関わった経験
がなく，コミュニケーション能力は未熟で
あった。そのため，ロールプレイでは患者の
応対に難渋していたが，学生は緊張のなかに

も真剣に行動し，初学生らしい純粋で真摯な
態度で模擬患者に接していた。これらから，
痛みをもつ患者・家族に関わることの難しさ
を実感すると同時に，コミュニケーション能
力を身につけることの重要性を学んだと思わ
れる。また，痛みをもつ人の辛さに共感する
ことの重要性，支援策を導くまでの多職種
チームでの検討の重要性にも気づくことがで
きたと思われる�（写真3）。

プログラム修了学生数

1年次の講義�（2017年度）�と2年次のワーク
ショップ�（2018年度）�の両単位を取得した学
生に2018年度の修了学生として修了証を授与
した。

三重大学では，1年次の講義�（2017年度）�の
単位取得学生は70名，2年次のワークショッ
プ�（2018年度）�は20名で，そのうち5名が両
単位を取得しており，学長から修了証が授与
された。

また，鈴鹿医療科学大学では，1年次の講義
（2017年度）�の単位取得学生は381名，2年次

写真3 患者役家族役の教員とのロールプレイ

大学 学科・専攻 講義形式
単位認定学生

ワークショップ
単位認定学生

全プログラム
修了学生

三重大学

医学科 23 8 5
看護学科 5 12 0
他学部 42 0 0

計 70 20 5

鈴鹿医療科学大学

鍼灸サイエンス学科 15 5 5
管理栄養学専攻 42 1 1
臨床心理学専攻 26 1 0
臨床検査学専攻 50 0 0
理学療法学科 51 4 4
薬学科 103 7 7
看護学科 94 4 4

計 381 22 21
総計 451 42 26

表2 単位認定および全プログラム終了学生数
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のワークショップ�（2018年度）�は22名で，そ
のうち21名が両単位を取得しており，同様に
学長から修了証が授与された。このように，
2018年度の本プログラム修了学生は，三重大
学5名，鈴鹿医療科学大学21名，両大学合わ
せて26名であった。

修了学生数に大学間で差があるのは，1年次
の講義が三重大学は選択科目であるのに対し
て，鈴鹿医療科学大学では必修科目に位置づ
けているためである�（表2）。

今後に向けて

ワークショップ後の学生のリフレクション
シートへの自由記載で，ワークショップ全体
に対して概ね肯定的な意見が書かれていた。
ロールプレイは，実際の臨床場面をイメージ
できたとの学生の意見もあり継続するが，全
体を見渡して，それぞれに必要な時間配分や
内容の見直しを行っている。

本プログラムは，2大学の多くの教職員が関
わり実施している。大学が違えば文化や風習，
価値観も違い，そのことは合同で何かをやり
遂げていくには障害となり，円滑に物事を進
めていくうえで困難を感じることとなる。し
かし，顕在的なあるいは潜在的な場面で，多
くの人がこの障害を乗り越えるべく努力と工
夫をしてきたからこそ，今年度のプログラム
を終了させることができたのであろう。

ところで，慢性の痛みをもつ人への支援に
は，多職種チーム医療が不可欠である。そし
て，多職種チーム医療の実践には，相手の価
値観を認め，尊重しあうことが求められる。
チームカンファレンスでは，自分とは違う意
見から，新たな発見をすることも多い。慢性
の痛みを持つ人への多職種チーム医療者を育
成する本プログラムの実施に関わる2大学の
教職員もまた，多職種チームのメンバーであ
り，両大学間で異なる文化や価値観を新たな
考え方に気づく機会と捉え，今後さらなる視
野の拡がりに努めていきたい。
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